
様式１（小・中）【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和５年度学校評価 結果

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

○若手教員と共に授業力向上に取り
組み、１時間１時間を大切にした分か
りやすい授業実践

○各教科の基礎的・基本的な課題に
対し、児童の正答率85％以上

・基本的な学習スタイルの確立を進め、自ら
学ぶ「楽しさ」と「学び方」を低学年の段階か
ら習得させるための取組を実践する。

B

・児童アンケート「学校や家では、進んで勉強しています
か」の項目で、肯定的な回答は82.2%であった。
・教師アンケート「各教科の基礎的、基本的な課題に対
する児童の正答率85％以上を達成した」で、肯定的な
回答は94.1％、「分かりやすい授業の実践」で、肯定的
な回答は100％であった。
・前期市販テストの全校平均は81.4%であった。
・今後も分かりやすい授業の実践や基本的な学習スタ
イルの習得に向けた取組を継続していく。

B

・児童アンケート「学校や家では、進んで勉強しています
か」の項目で、肯定的な回答は77.5%であった。
・教師アンケート「各教科の基礎的、基本的な課題に対
する児童の正答率85％以上を達成した」で、肯定的な
回答は94.1％、「分かりやすい授業の実践」で、肯定的
な回答は100％であった。
・後期市販テストの全校平均は81.5%であった。
・学習状況調査やCRTの分析を全職員で行い、学力向
上に取り組んだ。

B

・学力向上の基本は学ぼうとする意欲である。やる気の
動機付けが大切である。
・例えば、通知表の「できる」を「よくできる」にするために
は、どんなところをがんばればいいのか等児童にわかり
やすい言葉で伝えてみてはどうか。

●児童生徒が、自他の生命を尊重す
る心、他者への思いやりや社会性、
倫理観や正義感、感動する心など、
豊かな心を身に付ける教育活動

○日々の授業の中で人権・同和教育
の視点に留意した学級集団づくりに
取り組み、Q-Uアンケートで要支援群
５％以下にする。

・各学級、道徳の授業参観を年１回以上実
施する。
・特別活動の理論実践研究を全職員が深
め、「友だちアンケート」やＱ－Ｕアンケート
等を生かして実態把握をし、授業実践する。
・校内研究や日々の授業の中で人権・同和
教育の視点に留意して取り組む。

B

・前期のQ-Uテストの要支援群は3.6%（10名）であった。
・児童アンケート「命を大切にし、思いやりの心をもって
生活している」で肯定的な回答は96.6%であった。
・保護者アンケート「学校では、心の教育について日頃
から指導していると思うか」で肯定的な回答は79.1%で
あった。
・オープンスクールで道徳の全校授業参観を行った。
・心のアンケート等からは、友だちを傷つける言動がみ
られる。
・今後学校教育全体で心の教育を推進していく。

A

・後期のQ-Uアンケートの要支援群は2.8％（８名）で
あった。
・児童アンケート「命を大切にし、思いやりの心をもって
生活している」で肯定的な回答は97.7%であった。
・オープンスクール（授業参観）で道徳の授業を全学級
で実施した。
・人権･同和教育推進教員を講師に招き、部落史学習
の授業実践を行った。

A

・子どもたちは、楽しく学校生活を送っているように思
う。

●いじめの早期発見、早期対応に向
けた取組の充実

○いじめ防止や早期発見のための取
り組みや事案対処において、組織的
対応ができていると回答した教員
90％以上

・日々の観察とともに、「心のアンケート」や
Ｑ－Ｕアンケートを行って児童の実態を把握
する。その結果をもとに、個別に面談を行
い、いじめ等の早期発見に努める。また、学
級の状態やいじめについての研修を行い、
児童の把握やいじめのメカニズム等につい
て理解を深める。
・ＳＣやＳＳＷ来校日には、児童が相談しや
すいように場の設定や保護者への情報提
供を行う。

B

・教師アンケートの「いじめ防止や早期発見のための取
り組みや事案対処において、組織的対応ができている
か」の項目で肯定的な回答は94.1%であった。
・保護者アンケートの「学校はいじめの早期発見・早期
対応をするように努めていると思うか」で、肯定的な回
答は81.7%。
・ＳＣやＳＳＷ来校日には、児童が相談しやすいように場
の設定や保護者への情報提供を行うことができてい
る。
・今後もいじめに関する研修等を充実していく。

A

・教師アンケートの「いじめ防止や早期発見のための取
り組みや事案対処において、組織的対応ができている
か」の項目で肯定的な回答は94.1%であった。
・保護者アンケートの「学校はいじめの早期発見・早期
対応をするように努めていると思うか」で、肯定的な回
答は80.3%であった。
・ＳＣやＳＳＷ来校日には、児童が相談しやすいように場
の設定や保護者への情報提供を行うことができた。

A

・「チーム学校」として、不登校児童の対応として学校だ
けでなく、積極的に専門機関の活用も推進してみてはど
うか。

●児童生徒が夢や目標を持ち、その
実現に向けて意欲的に取り組もうと
するための教育活動。

●「先生はあなたのよいところを認め
てくれていると思う」と回答した児童
生徒90％以上
◎「将来の夢や目標を持っている」に
ついて肯定的な回答をした児童生徒
90％以上

・キャリア教育を積極的に授業に取り入れ、
地域のゲストティーチャーを招くなどして児
童の視野を広げ、向上心を高める。
・各教科や行事等を通して、自分の夢や目
標について考える時間を設け、キャリアパス
ポートを活用する（学期に１回以上）

B

・児童アンケート「先生はあなたのよいところを認
めてくれていると思う」で肯定的な回答をした児童
は92%、「将来の夢や目標を持っている」で肯定的
回答をした児童は86.4%であった。
・今後も各教科や行事等を通して、自分の夢や目
標について考える時間を設けたり、キャリアパス
ポートの活用を工夫したりしていく。

A

・児童アンケート「先生はあなたのよいところを認めてく
れていると思う」で肯定的な回答をした児童は88.9%、
「将来の夢や目標を持っている」で肯定的回答をした児
童は84.9%であった。
・今後も各教科や行事等を通して、自分の夢や目標に
ついて考える時間の設定やキャリアパスポートの活用
法について工夫をしていく。

A

●「安全に関する資質・能力の育成」 ●児童生徒の交通事故を０（ゼロ）に
する

・安全に子どもたちが登校できるように、子
ども見守り隊の方々に支援を依頼し、安全
安心な環境づくりへの感謝の気持ちを子ど
もたちが持てるような場づくりを行う。
・保護者や地域の方より通学路の情報を収
集し、校区安全マップを見直す。
・各学年の実態に応じて、交通ルールを守
ることの大切さを全職員で指導する。

A

・児童の交通事故は０（ゼロ）である。
・「交通安全やけがの防止等に関して、実践的な
指導に取り組んだ」で肯定的な回答をした職員は
100%であった。
・「学校は、子どもたちが安全に登下校したり、生
活したりできるよう努めていると思うか」で肯定的
な回答をした保護者は85.7%であった。
・５月には、交通安全教室を実施し、児童に啓発
を行った。

A

・児童の交通事故は０（ゼロ）である。
・「交通安全やけがの防止等に関して、実践的な指導に
取り組んだ」で肯定的な回答をした職員は88.2%であっ
た。
・「学校は、子どもたちが安全に登下校したり、生活した
りできるよう努めていると思うか」で肯定的な回答をした
保護者は87.2%であった。
・校区安全マップの見直しをPTAと連携して行っている。

A

・これからも交通事故０（ゼロ）を目指してほしい。

●望ましい食習慣と食の自己管理能
力の育成

●「健康に良い食事をしている」児童
90％以上

・各学年で計画的な食育指導を行い、栄養
教諭と連携し、食育授業を年１回以上実施
する。 B

・全学年で栄養教諭と連携した食育授業を実施し
た。
・児童アンケート「健康に良い食事をしているか」
の項目で、肯定的な回答をした児童は、95.9%で
あった。

A

・教師アンケート「計画的な食育指導を行い、栄養教諭
と連携し、児童の実態に応じた食育の推進に取り組ん
だ」で肯定的な回答は100%であった。
・児童アンケート「健康に良い食事をしているか」の項目
で、肯定的な回答をした児童は、95.2%であった。

A

・栄養教諭との連携は続けてほしい。

●業務効率化の推進と時間外在校
等時間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外
在校等時間の上限を遵守する。

・管理職は、教職員の在校等時間の実態を
正確に把握し、休暇を取得しやすい職場環
境づくりに努める。
・ICT支援員を積極的に活用し、動画教材の
作成や、能率的なデータ管理・保管を行う。
・デジタル教材の共有化、管理の徹底を行
う。

B

・教師アンケート「時間外在校等時間の上限（月平
均４５時間以内）を遵守するために、勤務時間を
意識した働き方や有効な時間活用ができた。」の
項目で、肯定的な回答は76.5%であった。
・全職員の時間外在校等時間の平均（4月～11
月）は、27時間であった。個人差が大きい。
・今後も業務の効率化を推進していく。

B

・教師アンケート「時間外在校等時間の上限（月平均４５
時間以内）を遵守するために、勤務時間を意識した働き
方や有効な時間活用ができた。」の項目で、肯定的な
回答は88.3%であった。
・全職員の時間外在校等時間の平均（12月～2月）は、
17時間であった。個人差が大きい。
・今後も業務の効率化を推進していく。

B

・PTAでも協力できる分は行っていきたい。

○会議の開催方法の改善、時間短
縮と内容の精選

○会議資料はなるべく電子化し、職
員会議等の時間は1時間以内とす
る。

・部会での検討を十分に行い、会議での検
討内容を精選しておく。
・職員フォルダに資料を事前に入れ、一読し
ておくことで協議の時間を確保する。 B

・会議資料はできるだけ電子化し、職員会議等の
時間は、終了時刻を設定し、1時間以内にできて
いる。
・長期休業中は学校閉庁日や行事を入れない日
を設定し、研修等は時間短縮や内容を精選した。

B

・年間を通して、職員会議等の時間は1時間以内にでき
ている。
・授業実施時数を見ながら、児童の下校時刻を早める
など職員の事務処理時間を確保するように努めた。 B

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○特別支援教育の充実

○特別な支援や配慮を要する児童に
対する意識と教員の専門性の向上

○特別支援に関する専門性が向上し
た教員80%以上

・夏季休業中に講師を招聘し、全職員を対
象にした特別支援教育の研修を行う。
・気になる子の共通理解の場を週１回の職
員連絡会で設ける。また、特別支援教育
コーディネータや特別支援教育支援員を中
心とした支援会議を随時行い、児童の状況
や対応の方策を話し合う。
・必要に応じて特別支援学校と連携し、巡回
相談を実施する。

B

・教師アンケートで、「研修や気になる子の共通理
解・支援会議等を通して、特別支援に関する専門
性が向上したか」の項目で、肯定的な回答は
94.1％であった。夏季休業中に外部講師を招いて
研修を行ったり、特別支援学校に巡回相談を依頼
し、支援の在り方を助言してもらったりした。
・毎週職員連絡会で必要に応じて、特別支援コー
ディネーターを中心に短時間の研修をおこなって
いる。

A

・教師アンケートで、「研修や気になる子の共通理解・支
援会議等を通して、特別支援に関する専門性が向上し
たか」の項目で、肯定的な回答は100％であった。引き
続き特別支援学校に巡回相談を依頼し、支援の在り方
を助言してもらった。また、自主的に特別支援教育に関
する研修を受講する職員も複数いた。
・毎週職員連絡会で必要に応じて、特別支援コーディ
ネーターを中心に短時間の研修を続けた。

A

・今後ともきめ細かい配慮をお願いしたい。

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である学校名 有田町立曲川小学校

１　前年度

　　評価結果の概要

年間を通して、学校全体で本校の学校教育目標を意識して取り組んできた。その結果、めざす児童像を職員・保護者が共通理解して具体的に指導支援したことで、児童は大きな事故等がなく学校生活を送っている。また、地域の方の協力で数年間無事故で過ごしている。昨年度は校内研究とし

てプログラミング教育の県指定を受け、２年目の発表を行った。各教科で、プログラミング的思考ができる児童が増えてきた。志を高める教育の１つとして陶芸教室等地域人材を活用した体験学習に取り組んだ。心の教育の面では、ＳＣやＳＳＷ、専門機関等と連携し、児童や保護者が相談し

やすいような環境づくりを充実させてきた。特別支援教育では、児童理解や職員の専門的知識の向上に努めた。職員の働き方改革として、それぞれの役割を明確にして、チームとして効率的に業務ができるよう環境を整えてきた。成果の上がった項目をより高めつつ、課題をしっかりと把握し

改善に努めていくとともに、心身ともに健全で、自ら考え行動し、豊かな人間性をもつ子どもの育成に力を尽くしていきたい。

２　学校教育目標 「たくましい子」「みずから学ぶ子」「こころ豊かな子」の育成

３　本年度の重点目標

①命を大切にした、健全な心や体づくりの推進　～たくましい心や体を育てる～

②自ら学ぶ喜びを味わうことができる、主体的・対話的な学習の推進　～授業で育てる～

③豊かな心を育む特別活動の推進　～認め合い・支え合う心を育てる～

４　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価

５　総合評価・

　　次年度への展望

今年度も年間を通して、学校全体で本校の学校教育目標を改めて意識して取り組んできた。めざす児童像「たくましい子・自ら学ぶ子・心豊かな子」を職員・児童・保護者が共通理解して具体的に指導支援したことで、児童は大きな事故等がなく学校生
活を送り、８７％が学校を「楽しい・まあまあ楽しい」と感じている。また、地域の方の協力で数年間無事故で過ごしている。志を高める教育の１つとして陶芸教室等、地域人材を活用した体験学習に取り組んだ。学習面では、次年度から算数科を中心に、
小中連携して学力向上を図っていく。心の教育の面では、いじめ防止や不登校児童対策として、ＳＣやＳＳＷ、専門機関等と連携し、児童や保護者が相談しやすいように場の設定や情報提供等を充実していく。特別支援教育では、特別支援学校（巡回
相談）の協力も得て児童理解に努めてきた。職員の働き方改革として、各自の意識高揚を図るとともに、誰もが働きやすい環境を整えていく。成果の上がった項目をより高めつつ、課題をしっかりと把握し、改善に努めていきたいと考える。心身ともに健
全で、自ら考え行動し、豊かな人間性をもつ子どもの育成に力を尽くしていきたい。

学校関係者評価

●心の教育

●健康・体つくり

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価


